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令和２年１１月定例会（事前）
総務委員会資料

（未来創生文化部）

未来創生文化部指定管理候補者の選定結果について

１ 申請団体名及び選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県立男女共同参画交流 一般財団法人徳島県観光協会 指定管理候補者

センター（仮称）

（ホール，展示ギャラリー等を利用に供する業務等）

（選定理由）

一般財団法人徳島県観光協会は，明確な管理運営方針を有しており，様々な公の施設の管

理運営によるノウハウの蓄積に加え，施設管理をはじめ，イベントや防災等に関わる有資格

者を配置する等，適切な管理運営が可能である。

また，誘致・営業活動を行う担当者を設け，積極的な訪問営業や最新情報の発信による新

規顧客の開拓等の提案がされており，男女共同参画社会の実現に向けた更なる交流・活動へ

と繋がることが期待される。

以上のことから，選定委員会における審査において，選定基準に基づく評価項目のすべて

の点で適切であると認められており，指定管理候補者として適格な団体であると判断した。

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県立男女共同参画交流 公益財団法人徳島県勤労者福祉ネット 指定管理候補者

センター（仮称） ワーク

（子育て支援業務）

株式会社クラッシー －

（選定理由）

公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワークは，明確な管理運営方針を有しており，県内

７か所のファミリー・サポート・センター（以下「ファミサポ」という ）や３市町の地域子。

育て支援拠点の運営実績に加え，保育士や子育て支援員といった有資格者の常時配置や保育

士による子育て相談の実施等，適切な業務運営が可能である。

また，本財団会員向けの会報をはじめ，冊子掲載店舗や施設での割引やサービスが受けら

れる「くーぽん丸 ，ファミサポ等のリソースを効果的に活用した広報のほか，子どもを預。」

かる施設で重要となる安全管理の具体的な取組等の提案がされており，安心・安全なこども

室の利用促進が期待される。

以上のことから，選定委員会における審査において，選定基準に基づく評価項目で高く評

価され，指定管理候補者として適格な団体であると判断した。

資料１
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施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県郷土文化会館 公益財団法人徳島県文化振興財団 指定管理候補者

（選定理由）

公益財団法人徳島県文化振興財団は，明確な管理運営方針を有しており，平成１８年度か

ら本館の指定管理を行う中で培われた専門的・技術的ノウハウを活用し，利用者ニーズに対

応した適切な管理運営が可能である。

，「 」 ， 「 」また あらゆる芸術をすべての県民へ の基本方針に基づき 徳島ならではの あわ文化

の創造に向けた幅広い事業内容に加え，オンラインでのチケット販売の促進といった「新し

い生活様式」に対応したサービス向上策も提案されており 「地域の中核文化施設」として，，

更なる利用促進が期待される。

以上のことから，選定委員会における審査において，選定基準に基づく評価項目のすべて

の点で適切であると認められており，指定管理候補者として適格な団体であると判断した。

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県立文学書道館 公益財団法人徳島県文化振興財団 指定管理候補者

（選定理由）

公益財団法人徳島県文化振興財団は，明確な管理運営方針を有しており，平成１８年度か

ら本館の指定管理を行う中で培われた専門的・技術的ノウハウを活用し，利用者ニーズに対

応した適切な管理運営が可能である。

また，これまで蓄積した調査研究の成果を活かし，鑑賞機会の提供はもとより担い手の育

成も視野に入れた，特別展・教育普及講座の開催，学校や地域団体との連携，広報誌やホー

ムページの充実等の取組が提案されており，更なる利用促進が期待される。

以上のことから，選定委員会における審査において，選定基準に基づく評価項目のすべて

の点で適切であると認められており，指定管理候補者として適格な団体であると判断した。

施 設 名 申 請 団 体 名 選 定 結 果

徳島県蔵本公園 一般財団法人徳島県スポーツ振興財団 指定管理候補者

徳島県鳴門総合運動公園

徳島県立中央武道館

（選定理由）

一般財団法人徳島県スポーツ振興財団は，明確な管理運営方針を有しており，これまでの

管理実績に加え，スポーツ指導をはじめ，体育施設の維持管理に関わる有資格者や経験豊富

な職員を配置する等，適切な管理運営が可能である。

また，誰もが気軽に参加できる低料金でのサービス提供，幼児からシニアまで幅広い年齢

層に加え，高齢者の健康寿命の延伸や働き盛り世代の運動実施率向上に資する教室の積極的

な展開等の提案がなされるとともに，Ｊリーグのピッチ評価における高評価をはじめ，プロ

仕様の施設管理を実現してきた実績を有しており，本県のスポーツ振興と更なる利用促進が

期待される。



- 3 -

以上のことから，選定委員会における審査において，選定基準に基づく評価項目のすべて

の点で適切であると認められており，指定管理候補者として適格な団体であると判断した。

２ 選定委員会委員
未来創生文化部の選定委員については，男女共同参画，文化，スポーツとそれぞれ分野が異

なることから，各施設共通委員４名と，施設ごとの委員１名，計５名の委員構成とした。

なお，小椋委員においては 「徳島県郷土文化会館」及び「徳島県立文学書道館」の申請団，

体である「公益財団法人徳島県文化振興財団」の役員を務めるため，規定により，委員として

当該施設の審査及び採点には加わらないこととした。

（１）共通委員

役 職 氏 名

株式会社あわわ会長 坂田 千代子

日本労働組合総連合会徳島県連合会中央地域協議 板東 喜代子

会事務局長

税理士 桝本 久実

未来創生文化部副部長 小椋 昇明

（２）施設ごとの委員

①徳島県立男女共同参画交流センター（仮称）

役 職 氏 名

徳島文理大学名誉教授 阿部 頼孝

②徳島県郷土文化会館，徳島県立文学書道館

役 職 氏 名

公益社団法人徳島市文化振興公社芸術監督 浅香 寿穂

③徳島県蔵本公園・徳島県鳴門総合運動公園・徳島県立中央武道館

役 職 氏 名

石井町教育委員会前教育長 村山 一行

３ 選定の経緯
令和２年 ７月１３日 第１回選定委員会

（募集要項の承認，審査基準及び選定要領の決定）

１６日 募集開始（募集要項の公表）

７月３０日～８月２６日 現地説明会

８月３１日 募集要項配付終了

９月 ２日～１６日 申請書類受付

１０月 ５日～１１日 各選定委員が申請書類を事前分析

１２日 第２回選定委員会

（書類審査，提案説明，質疑，指定管理候補者の選定）

１０月２２日 選定委員会からの選定結果報告書受理
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４ 選定委員会における選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 総合得点

徳島県立男女共同参画交流センター（仮 一般財団法人徳島県観光協会 適

（ホール，展示ギャラリー等を利用に供する業務等）称）

徳島県立男女共同参画交流センター（仮 公益財団法人徳島県勤労者福祉ネ ９３．００

称 （子育て支援業務） ットワーク）

Ａ団体 ９１．００

徳島県郷土文化会館 公益財団法人徳島県文化振興財団 適

徳島県立文学書道館 公益財団法人徳島県文化振興財団 適

徳島県蔵本公園 一般財団法人徳島県スポーツ振興 適

徳島県鳴門総合運動公園 財団

徳島県立中央武道館



- 5 -

５ 指定管理候補者の提案内容

施設名：徳島県立男女共同参画交流センター（仮称）

（ホール，展示ギャラリー等を利用に供する業務等）

区 分 一般財団法人徳島県観光協会の主たる提案内容

県民の平等な利用の確保と ○センターの設置目的を理解し 「安全・安心・快適」を基，

施設の効用の最大限の発揮 本方針とする 「使いやすく 「県民に愛される」施設づ， 」

くりの推進

○「アフターアンケート」の送付をはじめ，利用者ニーズ

を的確に把握し，経営会議での分析・評価や問題点の迅

速な改善

○誘致・営業活動を行う担当者を設け，積極的な訪問営業

や最新情報の発信による新規顧客の開拓

○新型コロナウイルス感染症をはじめ，感染症の特性に応

じた来場者への注意喚起や啓発用サイン掲示等の実施

効率的な管理運営 ○基準額（指定管理料）との対比 (税込)

（経済性の追求） 基 準 額 提 案 額

R3

～ 35,792,900円/年 35,792,900円/年

R7

○安全・安心・快適な施設提供を目指し，日常的・定期的

な設備保守点検や，計画的な更新・修繕の実施

○照明機器のＬＥＤ化や，雨水タンク設置による水資源の

有効活用等，節電・節水の実施

○チラシ類，看板，垂れ幕等の自主制作による経費の抑制

○委託業務への入札による業者選定の実施

安定した管理のための ○電気工事，環境衛生，イベント業務管理，防災等の有資

人的・物的経営基盤の状況 格者の配置

○講習会や研修会への参加による職員の技術・能力育成

○定期的なセルフモニタリングの実施による業務改善や業

務目標の達成結果の分析，未達成目標への早急な改善

○清掃をはじめ，警備・設備運転・舞台・音響等の協力会

社との業務調整やミーティングの実施

地域との連携や地域貢献度 ○地元企業，自治体，近隣自治会等との連携・協力を重視

した管理運営

○会場設営，機器レンタル，ケータリングサービス等，主

催者からの要望に対する地元企業の優先的紹介

○職員採用時における地元雇用

○保守管理をはじめとする委託業務の地元企業優先発注
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施設名：徳島県立男女共同参画交流センター（仮称 （子育て支援業務））

区 分 公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワークの

主たる提案内容

県民の平等な利用の確保と ○「安心・安全なこども室」と「 いつでも，どこでも，だ“

施設の効用の最大限の発揮 れでも が利用できるワンストップ相談室」を基本方針と”

する施設の運営

○行政や企業の会員向け ネットワーク会報 をはじめ く「 」 ，「

ーぽん丸 ，ファミサポ等の財団リソースを効果的に活。」

用した広報による利用の促進

○財団運営の「オンライン子育てひろば」と連携した子育

ての孤立感や孤独感の解消

○スタッフによる日常的なヒヤリハットの報告と本部にお

ける毎月の安全衛生委員会での報告の実施

○入室時の検温，体調の聞き取り，消毒液の設置等，新型

コロナウイルス感染症ををはじめとする感染症対策の徹底

効率的な管理運営 ○基準額（指定管理料）との対比 (税込)

（経済性の追求） 基 準 額 提 案 額

R3

～ 9,340,100円/年 9,340,100円/年

R7

○財団所有のリユース商品の活用やおもちゃの手作りによ

る運営費の削減

○点検チェックリストによる開館前，閉館後，巡回時の入

念な確認や遊具の消毒，託児室・授乳室の清掃等の美化

対策の推進

安定した管理のための ○財団の子育て部門だけでなく，関係部門が連携する運営

人的・物的経営基盤の状況 体制の構築

○保育士や子育て支援員の常時配置，保育士による子育て

相談の実施

○子育て支援員研修の受講，各種セミナー・研修会の参加

等による能力の開発

○利用者アンケートによるニーズやクレームの把握と分析

・検討を踏まえた業務の改善

地域との連携や地域貢献度 ○財団構成組織である経営者団体への働きかけによる本セ

ンター及びこども室の周知の拡大や利用の促進

○地元企業からの物品優先購入

○職員雇用時における地元採用

○本センター内での「フードドライブ」の実施

○こども室拡充スペースの一角を活用した，こども服やベ

ビーグッズ等の「リユースコーナー」の設置
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施設名：徳島県郷土文化会館

区 分 公益財団法人徳島県文化振興財団の主たる提案内容

県民の平等な利用の確保と ○「地域の中核文化施設」としての役割を認識した利用者

施設の効用の最大限の発揮 サービスの向上と管理コストの削減

○消毒洗浄や検温の徹底等，感染拡大防止策の実施

○利用者アンケートの実施によるニーズ把握や，その評価

分析を踏まえた業務の改善

○オンラインでのチケット販売の促進をはじめとする「新

しい生活様式」への対応

○東京2020オリンピック・パラリンピックや大阪・関西万

博等の機会を捉えた世界に誇れる「あわ文化」の発信

○「あらゆる文化芸術をすべての県民へ」を基本方針とす

る令和３年度から５年間の具体的な事業計画の展開

効率的な管理運営 ○基準額（指定管理料）との対比 (税込)

基 準 額 提 案 額

R3 140,518,463円 140,518,000円

R4 141,068,463円 141,068,000円

R5 140,518,463円 140,518,000円

R6 140,518,463円 140,518,000円

R7 141,068,463円 141,068,000円

○清掃，警備，設備運転，舞台機構等の各業務計画書に基

づく適正な維持管理

○電力単価の見直し，ＬＥＤ電球への切替，こまめな温度

管理による空調調節等使用量の削減

○助成金をはじめ，ファンドレイジング強化による収入増

○委託業務における複数年契約の実施

安定した管理のための ○長年に渡る本館の管理運営で蓄積された専門的・技術的

人的・物的経営基盤の状況 ノウハウ活用による万全の体制

○接遇をはじめ，アートマネジメントや管理運営における

能力向上のための各種研修会への参加

○利用者アンケートの実施によるニーズ把握，毎月の職員

会議における業務目標達成結果の評価分析とその結果の

運営への反映

地域への貢献及び地域との連携 ○職員採用時における地元雇用

○委託業務をはじめ，事務用品，事務機器，印刷物等にお

ける地元企業への優先発注

○県及び市町村，県内公立文化施設，地元企業，ボランテ

ィア団体等との緊密な連携の構築

○障がい者就労支援施設からの物品調達の推進
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施設名：徳島県立文学書道館

区 分 公益財団法人徳島県文化振興財団の主たる提案内容

，県民の平等な利用の確保と ○本館の設置目的を踏まえた効果的かつ効率的な管理運営

施設の効用の最大限の発揮 サービスの向上及び利用の促進

， ，○所蔵資料を活用した特別展の開催 教育普及事業の実施

文化活動の場の提供等による豊かな県民文化の振興

○新型コロナウイルス感染症の拡大防止をはじめ，利用者

の安全・安心の確保

○利用者アンケートの実施によるニーズの把握・分析や特

別展や講座への改善策の反映

○常設展示の定期的な展示替え，学校の校外学習実施，広

報活動による新規利用者の開拓等による利用の促進

○特別展，企画展，教育普及事業等における５年間の具体

的な開催計画

効率的な管理運営 ○基準額（指定管理料）との対比 (税込)

基 準 額 提 案 額

R3 171,164,325円 171,164,000円

R4 170,834,325円 170,834,000円

R5 170,834,325円 170,834,000円

R6 171,164,325円 171,164,000円

R7 170,834,325円 170,834,000円

○清掃，植栽，設備保守等の各業務ごとの年間作業計画に

基づく効果的・効率的な維持管理

○適正な冷暖房温度の設定，節水等による光熱水費の削減

○広報用看板やチラシ等の自主制作による経費の縮減

○委託業務における競争入札の実施

安定した管理のための ○本館開館時からのノウハウや経験，実績等を活用した万

人的・物的経営基盤の状況 全の管理運営体制

○定期的な各種研修の実施による職員の技術や能力の育成

○利用者アンケートの実施によるニーズ把握・分析と毎月

開催する職員会議での対応の検討

○業務目標達成結果の評価分析と職員会議での対応の検討

地域への貢献及び地域との連携 ○職員採用時における地元雇用

○委託業務をはじめ，印刷，物品，消耗品等における地元

企業への優先発注

○文学や書道の各団体との共催による展覧会，催しの開催

， ， ， ， ，○県はじめ 学校 自治会 ボランティア団体 地元企業

「文学書道館友の会」等との緊密な連携の構築
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施設名：徳島県蔵本公園・徳島県鳴門総合運動公園・徳島県立中央武道館

区 分 一般財団法人徳島県スポーツ振興財団の主たる提案内容

県民の平等な利用の確保と ○スポーツ振興を核に，本県の政策課題解決の一翼を担う

施設の効用の最大限の発揮 「ベストアシスタント」を目指し，施設の設置目的を的

確に把握した「管理運営基本方針」の設定

○対象者ごとに利用者ニーズを把握し，検討委員会での分

析・検討を踏まえた業務の改善

○設置目的に鑑み，誰もが気軽に参加できる低料金でのサ

ービス提供や，あらゆる年齢層への対応をはじめ，学校

や病院等と連携した教室・講座の充実

○新型コロナウイルスをはじめ，感染症拡大防止のため，

手指消毒の徹底や大会主催者との綿密な協議の実施

効率的な管理運営 ○基準額（指定管理料）との対比 (税込)

（経済性の追求） 基 準 額 提 案 額

R3

～ 415,515,219円/ 415,515,100円/

R7 年 年

○「維持修繕計画」の策定による施設長寿命化への取組

○デマンド監視システム導入による電力使用の抑制，省エ

ネシャワーヘッドへの転換や洗面台の自動水栓化等，節

水対策の実施

， ， ，安定した管理のための ○スポーツ指導 体育施設の維持管理に必要な資格 知識

人的・物的経営基盤の状況 経験の豊富な職員の配置

○「体育施設管理士」や「芝草管理技術者」等，専門資格

の取得促進

○全職員への定期的なコンプライアンス研修の実施

地域との連携や地域貢献度 ○スタッフ採用時の地元雇用優先，地元シルバー人材の活

用，とくしま障がい者就労支援協議会とのパートナーシ

ップによる障がい者の就労支援

○業務委託をはじめ，消耗品・管理用機材・備品の購入に

おける県内企業への優先発注

○総合型地域スポーツクラブとの連携による本県スポーツ

人口増加への寄与，プロスポーツチームとの連携による

講習会やイベントの開催，地元中学校との連携による野

球場での「ハートフルコンサート」の開催

○地元自治会との協働イベントの開催や，地域活動への積

極的参加，防災訓練の共同開催等，地域住民との協力関

係の構築


